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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第２四半期連結
累計期間

第71期
第２四半期連結

累計期間
第70期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成30年４月１日
至平成30年９月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 9,393,369 9,880,382 22,507,600

経常利益 （千円） 355,186 485,459 1,754,451

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 152,268 269,347 1,044,933

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 335,415 326,933 1,288,013

純資産額 （千円） 12,566,459 13,581,005 13,519,057

総資産額 （千円） 21,103,109 23,247,327 23,329,375

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 29.00 51.31 199.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.4 57.3 56.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 621,197 413,510 1,474,690

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △608,519 △176,853 △933,896

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △106,193 △125,122 △335,723

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,291,163 5,701,284 5,589,749

 
 

回次
第70期

第２四半期連結
会計期間

第71期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 29.86 39.57

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用情勢の改善が続いたことから緩やかな回復基

調となりましたが、相次ぐ自然災害や米中貿易摩擦への懸念から、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの事業に関連する建設業界は、都市部の再開発事業や東京五輪関連工事、工場設備投資の増加から

建設需要は底堅く推移しておりますが、建設資材価格の上昇や技能労働者不足に課題がみられる等、厳しい経営環

境が続いております。

　このような経済環境下にありまして、当社グループは、物件が豊富な首都圏の売上獲得を図るとともに、利益を

重視した販売展開に努めてまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は98億80百万円（前年同四半期比5.2％増）となりました。

また、利益につきましては、売上高の増加に伴う売上総利益の増加により、営業利益は４億37百万円（同41.0％

増）、経常利益は４億85百万円（同36.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億69百万円（同76.9％

増）となりました。

　なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四

半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きく、また、利益につきましても、第２四半期連結会計期間及び第４

四半期連結会計期間に偏重し、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　管工機材販売事業につきましては、売上高は48億15百万円（前年同四半期比2.2％増）となりましたが、価格競

争による売上総利益率の低下から、営業損失は１億20百万円（前年同四半期は営業損失89百万円）となりました。

　工事事業につきましては、新設工事及び既設工事の完成工事高が増加したことにより、売上高は48億63百万円

（前年同四半期比8.9％増）となり、営業利益は６億84百万円（同26.4％増）となりました。

　工事事業における完成工事高は48億３百万円（前年同四半期比9.2％増）となり、新設工事が22億31百万円（同

10.3％増）、既設工事が16億73百万円（同12.3％増）、保守工事が８億97百万円（同1.4％増）となりました。

　また、工事事業における受注工事高は81億61百万円（同4.1％増）となり、新設工事が34億73百万円（同8.3％

増）、既設工事が30億38百万円（同0.3％増）、保守工事が16億48百万円(同3.1％増）となりました。

　環境機器販売事業につきましては、売上高は２億１百万円（前年同四半期比6.9％減）となり、営業利益は０百

万円（同92.3％減）となりました。

 

　財政状態につきましては次のとおりであります。

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、資産の部は前連結会計年度末に比べて82百万円減少し

232億47百万円、負債の部は１億43百万円減少し96億66百万円、純資産の部は61百万円増加し135億81百万円となり

ました。

（資産）

　資産の部の主な増減要因のうち、増加要因といたしましては、現金及び預金が１億18百万円、未成工事支出金が

８億74百万円、有形固定資産が４億13百万円、投資有価証券が２億54百万円増加したことによるものであり、減少

要因といたしましては、売上債権であります受取手形及び売掛金、電子記録債権並びに営業未収入金の合計額が16

億91百万円、有価証券が２億円減少したことによるものであります。

（負債）

　負債の部の主な増減要因のうち、増加要因といたしましては、短期借入金が１億87百万円、未成工事受入金が６

億57百万円増加したことによるものであり、減少要因といたしましては、仕入債務であります支払手形及び買掛

金、電子記録債務の合計額が９億31百万円、未払法人税等が３億27百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　純資産の部の主な増減要因のうち、増加要因といたしましては、土地再評価差額金が84百万円増加したことによ

るものであり、減少要因といたしましては、利益剰余金が53百万円減少したことによるものであります。

 

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っ

ております。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度と比べ１

億11百万円増加し、57億１百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであ

ります。

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は４億13百万円（前年同四半期比33.4％減）となりました。収入の主な要因といた

しましては、税金等調整前四半期純利益４億30百万円、売上債権の減少額16億91百万円、未成工事受入金の増加額

６億57百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、たな卸資産の増加額９億４百万円、仕入債務の減少額

９億31百万円、法人税等の支払額４億68百万円等であります。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は１億76百万円（前年同四半期比70.9％減）となりました。収入の主な要因といた

しましては、有価証券の償還による収入２億円、定期預金の払戻による収入１億３百万円等であり、支出の主な要

因といたしましては、定期預金の預入による支出１億12百万円、有形固定資産の取得による支出１億25百万円、投

資有価証券の取得による支出２億20百万円等であります。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は１億25百万円（前年同四半期比17.8％増）となりました。収入の主な要因といた

しましては、短期借入れによる収入９億66百万円であり、支出の主な要因といたしましては、短期借入金の返済に

よる支出７億79百万円、配当金の支払額２億62百万円等であります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成30年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成30年11月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,700,000 5,700,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,700,000 5,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
― 5,700,000 ― 599,400 ― 525,000

 

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

 5/20



（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ

継手株式会社退職給付信託口）

東京都中央区晴海1－8－11 1,005 19.05

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
５０５２２４
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済
営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON
MASSACHUSETTS 02101 U.S.A.
（東京都港区港南2－15－1）

420 7.96

オーテック従業員持株会 東京都江東区東陽2－4－2 407 7.71

アズビル株式会社 東京都千代田区丸の内2－7－3 250 4.73

オーテック共栄会 東京都江東区東陽2－4－2 230 4.36

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋1－4－10 181 3.44

株式会社ＦＭバルブ製作所 埼玉県朝霞市朝志ヶ丘2－8－41 142 2.69

株式会社みずほ銀行

（常任代理人 資産管理サービス信託銀

行株式会社）

東京都千代田区大手町1－5－5
（東京都中央区晴海1－8－12）

135 2.55

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK

FUND

（常任代理人 株式会社三菱ＵＦＪ銀

行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA

02210 U.S.A.

（東京都千代田区丸の内2－7－1）

124 2.35

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2－7－1 120 2.27

株式会社大和バルブ 東京都品川区西品川1－1－1 120 2.27

計 ― 3,135 59.43

（注）１．当社は自己株式を425千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

２．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ継手株式会社退職給付信託口）

は、ＪＦＥ継手株式会社が所有する持株数1,046千株のうち、1,005千株を株式会社りそな銀行へ委託した信

託財産であります。

信託契約上、議決権の行使については、ＪＦＥ継手株式会社が指図権を留保しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 425,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,274,500 52,745 同上

単元未満株式 普通株式      400 －
　１単元（100株）

　未満の株式

発行済株式総数  5,700,000 － －

総株主の議決権 － 52,745 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

オーテック

東京都江東区東陽

二丁目４番２号
425,100 － 425,100 7.45

計 － 425,100 － 425,100 7.45

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,500,728 6,619,621

受取手形及び売掛金 ※１,※２ 6,428,838 ※１,※２ 4,815,673

電子記録債権 ※２ 2,386,032 ※２ 2,368,363

営業未収入金 273,108 212,601

有価証券 500,225 300,065

商品 552,124 569,590

未成工事支出金 1,218,354 2,093,231

原材料及び貯蔵品 61,582 73,072

その他 141,357 217,756

貸倒引当金 △7,438 △4,868

流動資産合計 18,054,916 17,265,108

固定資産   

有形固定資産 1,770,084 2,183,260

無形固定資産 49,347 54,310

投資その他の資産   

投資有価証券 2,641,649 2,896,644

退職給付に係る資産 233,417 248,116

その他 581,460 601,282

貸倒引当金 △1,500 △1,396

投資その他の資産合計 3,455,027 3,744,647

固定資産合計 5,274,458 5,982,218

資産合計 23,329,375 23,247,327
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 6,213,468 ※２ 4,818,358

電子記録債務 ※２ 87,366 ※２ 550,825

短期借入金 1,113,888 1,300,888

未払法人税等 501,374 174,360

未成工事受入金 566,978 1,224,282

賞与引当金 295,531 332,818

役員賞与引当金 41,300 18,185

完成工事補償引当金 7,440 5,420

工事損失引当金 20,500 17,600

その他 465,499 359,439

流動負債合計 9,313,346 8,802,178

固定負債   

長期借入金 57,808 46,864

繰延税金負債 186,031 176,337

再評価に係る繰延税金負債 113,798 113,798

役員退職慰労引当金 75,885 77,130

退職給付に係る負債 7,872 6,892

その他 55,574 443,121

固定負債合計 496,970 864,144

負債合計 9,810,317 9,666,322

純資産の部   

株主資本   

資本金 599,400 599,400

資本剰余金 540,848 540,848

利益剰余金 12,077,101 12,023,871

自己株式 △208,211 △208,211

株主資本合計 13,009,138 12,955,908

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 593,695 612,817

土地再評価差額金 △349,275 △264,501

退職給付に係る調整累計額 3,057 7,837

その他の包括利益累計額合計 247,478 356,153

非支配株主持分 262,440 268,942

純資産合計 13,519,057 13,581,005

負債純資産合計 23,329,375 23,247,327
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 ※２ 9,393,369 ※２ 9,880,382

売上原価 7,617,372 7,994,704

売上総利益 1,775,997 1,885,678

販売費及び一般管理費 ※１ 1,465,704 ※１ 1,448,131

営業利益 310,292 437,547

営業外収益   

受取配当金 24,399 27,261

受取賃貸料 12,505 14,084

持分法による投資利益 7,904 7,923

その他 14,462 15,216

営業外収益合計 59,271 64,486

営業外費用   

支払利息 7,037 10,544

不動産賃貸費用 4,459 4,199

その他 2,880 1,831

営業外費用合計 14,378 16,574

経常利益 355,186 485,459

特別利益   

固定資産売却益 266 1,283

特別利益合計 266 1,283

特別損失   

固定資産売却損 251 51

固定資産除却損 － 4,403

会員権評価損 250 －

会員権売却損 452 －

減損損失 66,972 51,997

特別損失合計 67,926 56,452

税金等調整前四半期純利益 287,525 430,291

法人税、住民税及び事業税 143,997 153,611

法人税等調整額 △28,506 △322

法人税等合計 115,490 153,288

四半期純利益 172,034 277,002

非支配株主に帰属する四半期純利益 19,765 7,654

親会社株主に帰属する四半期純利益 152,268 269,347
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 172,034 277,002

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 150,152 20,421

土地再評価差額金 － 25,940

退職給付に係る調整額 9,197 4,780

持分法適用会社に対する持分相当額 4,030 △1,210

その他の包括利益合計 163,380 49,931

四半期包括利益 335,415 326,933

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 315,549 319,189

非支配株主に係る四半期包括利益 19,865 7,744
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 287,525 430,291

減価償却費 48,835 59,648

減損損失 66,972 51,997

貸倒引当金の増減額（△は減少） △276 △2,673

賞与引当金の増減額（△は減少） 25,745 37,287

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23,775 △23,115

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △3,740 △2,020

工事損失引当金の増減額（△は減少） 3,500 △2,900

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,245 1,245

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 625 △8,791

受取利息及び受取配当金 △25,409 △29,096

支払利息 7,037 10,544

持分法による投資損益（△は益） △7,904 △7,923

売上債権の増減額（△は増加） 1,656,249 1,691,471

たな卸資産の増減額（△は増加） △563,255 △904,582

その他の流動資産の増減額（△は増加） △14,666 △77,170

仕入債務の増減額（△は減少） △575,900 △931,651

未成工事受入金の増減額（△は減少） 241,155 657,304

その他の流動負債の増減額（△は減少） △34,700 △101,309

その他 △116,174 12,249

小計 973,090 860,805

利息及び配当金の受取額 26,679 31,205

利息の支払額 △6,014 △9,538

法人税等の支払額 △372,556 △468,961

営業活動によるキャッシュ・フロー 621,197 413,510

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 － 200,000

定期預金の預入による支出 △56,211 △112,611

定期預金の払戻による収入 251,200 103,103

有形固定資産の取得による支出 △31,884 △125,135

投資有価証券の取得による支出 △620,755 △220,261

その他 △150,868 △21,947

投資活動によるキャッシュ・フロー △608,519 △176,853

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,378,000 966,000

短期借入金の返済による支出 △1,194,000 △779,000

配当金の支払額 △251,809 △262,223

非支配株主への配当金の支払額 △1,242 △1,242

その他 △37,142 △48,656

財務活動によるキャッシュ・フロー △106,193 △125,122

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △93,515 111,535

現金及び現金同等物の期首残高 5,384,678 5,589,749

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 5,291,163 ※１ 5,701,284
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 150,698千円 102,182千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形等が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 191,802千円 133,795千円

電子記録債権 138,658 151,166

支払手形 490,275 403,966

電子記録債務 82 290

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日

　　至 平成30年９月30日）

従業員給与 458,084千円 457,109千円

賞与引当金繰入額 124,608 116,138

役員賞与引当金繰入額 18,125 18,185

退職給付費用 27,081 15,893

役員退職慰労引当金繰入額 1,245 1,245

貸倒引当金繰入額 △433 △2,726

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

※２　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間

に完成する工事の割合が大きく、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 6,190,881千円 6,619,621千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △899,718 △918,337

現金及び現金同等物 5,291,163 5,701,284

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 253,194 48 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 263,743 50 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日 至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,712,865 4,464,464 216,039 9,393,369 － 9,393,369

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 79 － 79 △79 －

計 4,712,865 4,464,543 216,039 9,393,448 △79 9,393,369

セグメント損益 △89,147 542,104 4,606 457,563 △147,270 310,292

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去15千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△147,286千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「工事事業」セグメントにおいて、移転が決定した営業施設について、帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額及び解体撤去費用を減損損失として計上しております。なお、当該減損損失の計上額

は、当第２四半期連結累計期間においては66,972千円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日 至　平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,815,889 4,863,343 201,150 9,880,382 － 9,880,382

セグメント間の内部
売上高又は振替高

118 － 630 748 △748 －

計 4,816,007 4,863,343 201,780 9,881,131 △748 9,880,382

セグメント損益 △120,139 684,985 356 565,202 △127,655 437,547

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△18千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△127,636千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「管工機材販売事業」セグメントにおいて、収益性低下により投資額の回収が見込めないリース資産に

ついて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。なお、

当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては40,100千円であります。

　「工事事業」セグメントにおいて、当第２四半期連結累計期間に土地売買契約を締結したため、帳簿価

額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。なお、回収可能価額は

正味売却価額で測定し、正味売却価額は契約額を基に算定しており、当該減損損失の計上額は、当第２

四半期連結累計期間においては11,897千円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 29円00銭 51円31銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
152,268 269,347

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
152,268 269,347

普通株式の期中平均株式数（株） 5,249,817 5,249,817

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月９日

株式会社オーテック

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 板谷　秀穂　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 澤部　直彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

テックの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーテック及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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